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母
船
式
商
業
捕
鯨
を
行
う
共

同
船
舶
（
東
京
都
中
央
区
、
所

英
樹
社
長
）
の
捕
鯨
船
団
が
再

開
４
年
目
の
操
業
へ
出
港
し

た
。
捕
鯨
母
船
・
日
新
丸
は
８

日
午
前
７
時
３０
分
に
広
島
県
因

島
市
を
出
港
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

ボ
ー
ト
の
第
三
勇
新
丸
は
７
日

に
広
島
県
尾
道
市
の
内
海
造
船

瀬
戸
田
工
場
を
後
に
し
た
。
２

隻
は
三
陸
沖
で
合
流
し
、
１３
日

か
ら
ニ
タ
リ
鯨
の
捕
獲
を
開
始

す
る
。

Ｉ
Ｗ
Ｃ
脱
退
後
、
４
年
目
と

な
る
今
年
の
操
業
計
画
は
７
月

と
９
月
に
２
度
、
宮
城
県
仙
台

港
に
水
揚
げ
し
、
そ
の
後
１１
月

初
旬
に
は
す
べ
て
の
捕
獲
を
終

え
、
１１
月
１２
日
に
山
口
県
下
関

市
で
最
後
の
水
揚
げ
を
行
う
予

定
。

付

加

価

値

を

向

上

単
価
ア
ッ
プ
め
ざ
す

共
同
船
舶
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
捕
獲

可
能
量
）
を
満
了
し
た
上
で
、

当
初
計
画
し
て
い
た
２
０
２
４

年
度
で
の
経
常
収
支
の
完
全
黒

字
化
を
２
年
前
倒
し
し
て
今
年

度
に
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。

黒
字
化
で
カ
ギ
と
な
る
の
は

販
売
単
価
だ
が
、
鯨
肉
の
品
質

ア
ッ
プ
と
付
加
価
値
向
上
、
消

費
拡
大
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
１
キ
ロ
当
た
り
平
均
１
２

０
０
円
ま
で
の
回
復
を
め
ざ

す
。一

方
、
来
年
の
操
業
を
最
後

に
勇
退
が
決
ま
っ
て
い
る
日
新

丸
の
修
繕
費
に
つ
い
て
も
自
営

工
事
に
よ
る
節
減
に
努
め
る
な

ど
、
安
全
性
を
損
な
わ
ず
に
最

大
限
の
経
費
削
減
に
取
り
組

む
。操

業
期
間
中
に
は
基
地
式
捕

鯨
業
者
で
構
成
す
る
日
本
小
型

捕
鯨
協
会
と
も
協
力
し
、
ニ
タ

リ
鯨
や
イ
ワ
シ
鯨
の
未
凍
結
の

生
肉
を
上
場
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
と
し
て
仙
台
で
２

回
、
豊
洲
、
大
阪
、
下
関
で
各

１
回
ず
つ
の
計
５
回
実
施
す
る

計
画
。

【
関
連
記
事
３
面
】

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
（
岸
宏
会
長
）

は
北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
関

す
る
抗
議
要
請
を
岸
田
文
雄
首

相
、
松
野
博
一
官
房
長
官
、
金

子
原
二
郎
農

水
大
臣
、
神

谷
崇
水
産
庁

長
官
に
６
日

行
っ
た
。
北

朝
鮮
は
少
な

く
と
も
６
発

の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
日
本

海
に
向
け
て

５
日
発
射
し

て
お
り
、
排

他
的
経
済
水

域
外
に
落
下
さ
せ
た
。
抗
議
声

明
の
内
容
は
次
の
通
り
。

◇

日
本
海
に
お
い
て
日
本
漁
船

に
よ
る
ス
ル
メ
イ
カ
漁
期
に
入

っ
た
矢
先
、
今
年
１６
度
目
と
な

る
度
重
な
る
北
朝
鮮
の
蛮
行
に

よ
っ
て
、
漁
業
者
の
操
業
意
欲

は
甚
だ
削
が
れ
る
ば
か
り
か
、

漁
業
者
の
安
全
が
深
刻
に
脅
か

さ
れ
続
け
て
い
る
。

全
国
の
漁
業
者
の
怒
り
は
頂

点
に
達
し
、
ま
た
、
終
わ
り
の

見
え
な
い
恐
怖
に
晒
さ
れ
続
け

て
い
る
こ
と
に
、
深
い
疲
労
さ

え
感
じ
て
い
る
。
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー

プ
は
漁
業
者
の
生
業
と
生
命
を

脅
か
す
北
朝
鮮
の
蛮
行
に
対
し

重
ね
て
強
く
抗
議
す
る
。

岸
田
総
理
は
「
情
報
収
集
・

分
析
に
全
力
を
挙
げ
、
国
民
に

対
し
て
迅
速
・
的
確
な
情
報
提

供
を
行
う
」
「
航
空
機
、
船
舶

等
の
安
全
確
認
を
徹
底
す
る
」

「
不
測
の
事
態
に
備
え
、
万
全

の
態
勢
を
と
る
」
の
３
点
を
関

係
府
省
庁
に
指
示
し
た
。
政
府

は
引
き
続
き
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

講
じ
て
北
朝
鮮
の
蛮
行
を
阻
止

し
、
全
国
の
漁
業
者
が
安
心
し

て
漁
業
を
営
め
る
よ
う
最
善
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

かとう・みのる ２００６年、株式会社

へ移行すると同時に宮城県漁連から転

籍、専務に。２０１８年６月から現職。１９４９

年１０月生まれ、７２歳。宮城・女川町出身。

ＨＡＣＣＰ制度化に関する

法令の完全施行から１年が経

過し、水産業・水産加工業にお

いても衛生管理に対する意識

が定着してきた。アース環境

サービスに衛生管理の最新動

向を聞くとともに、注目のサ

ービスやアイテムを探った。

前
年
度
の
同
市
場
に
お
け
る

取
扱
高
は
約
６２
億
円
。
東
日
本

大
震
災
直
後
を

除
く
と
過
去
最

低
の
水
揚
げ
金

額
と
な
っ
た
。

サ
ン
マ
の
不
漁
が
一
番
の
要
因

だ
。女

川
魚
市
場
に
お
け
る
昨
年

の
サ
ン
マ
の
水
揚
げ
は
約
１
２

０
０
ｔ
（
約
８
億
円
）。

「
ピ
ー
ク
時
で
あ
れ
ば
１
日

で
獲
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
数

量
。
（
サ
ン
マ
を
含
め
）
今
後

も
同
じ
よ
う
な
水
揚
げ
金
額
に

な
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
え

る
」
と
語
る
。

一
方
で
存
在
感
を
増
し
て
い

る
の
が
宮
城
県
内
で
養
殖
さ
れ

て
い
る
ギ
ン
ザ
ケ
。
３
～
７
月

頃
ま
で
女
川
、
石
巻
、
志
津
川

で
水
揚
げ
さ
れ
て
お
り
、
不
安

定
な
天
然
魚
に
代
わ
り
、
地
元

の
加
工
業
者
な
ど
の
原
料
需
要

が
年
々
強
ま
っ
て
い
る
。

前
年
度
の
女
川
魚
市
場
で
の

養
殖
ギ
ン
ザ
ケ
の
扱
い
金
額
は

約
３１
億
円
（
約
５
０
０
０
ｔ
）

と
水
揚
げ
全
体
の
半
分
を
占
め

て
、
金
額
ベ
ー
ス
で
ト
ッ
プ
。

同
市
場
で
は
活
締
め
処
理
し
た

ギ
ン
ザ
ケ「
み
や
ぎ
サ
ー
モ
ン
」

も
毎
日
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。

前
年
度
は
サ
ン
マ
の
不
漁
で

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

「
従
来
で
あ
れ
ば
サ
ン
マ
と

ギ
ン
ザ
ケ
の
扱
い
高
は
同
じ
く

ら
い
あ
っ
た
が
、
今
後
も
同
じ

よ
う
な
状
況
は
し
ば
ら
く
続
く

可
能
性
が
高
い
。
前
年
度
は
若

干
の
赤
字
だ
っ
た
が
、
今
期
は

業
務
改
革
な
ど
を
進
め
、
扱
い

高
が
６２
億
円
で
も
利
益
が
出
る

よ
う
な
仕
組
み
に
す
る
。
厳
し

い
時
期
に
業
務
改
革
を
し
て
お

け
ば
、
数
年
後
に
は
立
て
直
す

こ
と
が
で
き
る
」
と
意
気
込
み

を
語
る
。

最
大
の
課
題

は
若
い
人
材
の

確
保
に
あ
る
。

「
若
い
人
に

入
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
魅

力
あ
る
産
地
市
場
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
人
件

費
を
毎
年
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

変
え
た
。
会
社
全
体
の
若
返
り

を
図
り
、
楽
し
く
働
け
る
良
い

会
社
に
変
え
て
い
き
た
い
」

アイスランド産鯨肉の輸入

をめぐり、当初内諾していた

買い付け資金融資の方針を水

産庁が覆したことで、日本の

捕鯨最大手の共同船舶が今後

の対応に苦慮している。

（
一
社
）
日
本
冷
蔵
倉
庫
協

会
（
会
長＝

池
見
賢
マ
ル
ハ
ニ

チ
ロ
社
長
）
は
第
４９
回
定
時
総

会
を
８
日
都
内
で
開
催
し
、
新

年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め

た
。池

見
会
長
は
「
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
世
界
が

食
料
危
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
冷
蔵
倉

庫
業
界
に
と
っ
て
影
響
が
大
き

い
の
は
電
気
料
金
の
値
上
が

り
。
協
会
の
試
算
で
は
、
こ
の

１
年
間
で
燃
料
費
調
整
単
価
の

値
上
が
り
に
よ
る
冷
蔵
倉
庫
の

年
間
支
払
い
電
気
料
金
は
約
３０

％
上
が
っ
て
い
る
」
と
業
界
が

直
面
す
る
課
題
を
示
し
、
「
今

後
さ
ら
に
上
が
っ
て
い
く
こ
と

を
危
惧
し
て
い
る
」と
語
っ
た
。

自
民
党
の
物
流
倉
庫
振
興
推

進
議
連
総
会
で
も
電
気
料
金
の

安
定
供
給
と
価
格
の
安
定
を
要

望
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
「
自

然
冷
媒
機
器
導
入
補
助
事
業
が

今
年
度
末
で
期
限
を
迎
え
る
。

ま
だ
特
定
フ
ロ
ン
の
Ｒ
２２
を
使

用
し
て
い
る
事
業
所
が
残
っ
て

お
り
、
補
助
事
業
の
継
続
が
必

要
。
国
交
省
、
環
境
省
、
議
連

の
力
を
借
り
て
同
補
助
事
業
の

継
続
を
実
現
し
た
い
。
関
係
者

の
支
援
と
協
力
を
願
う
」
と
求

め
た
。

新
副
会
長
に
マ
ル
ハ
ニ

チ
ロ
物
流
の
武
田
氏

役
員
補
充
選
任
で
は
新
任

理
事
に
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
物
流
の

武
田
信
一
郎
顧
問
、
第
一
倉
庫

冷
蔵
の
有
田
治
男
会
長
、
ニ
チ

レ
イ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
西
の

池
田
雅
人
社
長
、
兵
食
の
西
村

恒
一
社
長
が
就
任
し
、
新
任
副

会
長
に
武
田
氏
が
就
い
た
。

岩
月
審
議
官
「
物
流

の
効
率
化
不
可
欠
」

総
会
に
は
国
交
省
総
合
政

策
局
の
岩
月
理
浩
官
房
審
議
官

が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
「
物

流
は
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
い

る
。
担
い
手
の
不
足
に
つ
い
て

は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

時
間
外
労
働
上
限
規
制
が
２
０

２
４
年
４
月
に
適
用
さ
れ
る
。

物
流
産
業
の
人
手
不
足
を
解
消

す
る
た
め
に
も
物
流
の
効
率

化
、
パ
レ
ッ
ト
標
準
化
な
ど
の

推
進
が
不
可
欠
な
状
況
に
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

は
「
政
府
も
世
界
的
な
流
れ
の

中
、
２
０
５
０
年
に
は
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
め
ざ
す
と

約
束
し
て
い
る
。
自
然
冷
媒
機

器
導
入
補
助
事
業
も
延
長
さ
れ

る
よ
う
に
環
境
省
に
お
願
い
を

し
て
、
延
長
さ
れ
れ
ば
事
業
者

の
方
々
に
活
用
い
た
だ
き
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

適
切
な
価
格
転
嫁
を

荷
主
団
体
に
も
要
請

原
油
価
格
の
高
騰
が
電
気
代

や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
動
力
費
等

の
コ
ス
ト
３
割
増
を
招
い
て
い

る
点
に
つ
い
て
は
「
国
交
省
は

経
産
省
や
公
取
と
連
盟
で
価
格

転
嫁
を
適
切
に
行
う
よ
う
に
荷

主
団
体
に
も
要
請
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
適

切
な
転
嫁
を
促
進
し
持
続
可
能

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持

を
確
保
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

アジア最大級の「食の技術」

総合トレードショー「ＦＯＯ

ＭＡ ＪＡＰＡＮ２０２２」が７

日～１０日、東京ビッグサイト

で開催され、３年ぶりの東京

開催で賑わいを見せた。

大
日
本
水
産
会
（
白
須
敏
朗

会
長
）
は
第
１
２
７
回
通
常
総

会
を
東
京
・
霞
が
関
の
霞
山
会
館

で
開
き
、
令
和
３
年
度
事
業
報

告
な
ど
の
議
案
を
承
認
し
た
。

冒
頭
に
金
子
原
二
郎
農
水
大

臣
が
挨
拶
し
、
「
主
要
な
魚
種

の
不
漁
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
水
産

物
需
要
の
停
滞
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
に
起
因
す
る
燃
油
高
騰
な

ど
、
わ
が
国
水
産
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
。
大
日
本
水

産
会
は
水
産
業
界
の
け
ん
引
役

と
し
て
資
源
管
理
の
充
実
・
強

化
、
人
材
育
成
、
漁
船
漁
業
の

生
産
性
向
上
、
水
産
物
の
消
費

拡
大
や
輸
出
促
進
に
向
け
て
さ

ら
な
る
指
導
力
を
発
揮
し
て
ほ

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

白
須
会
長
は
「
水
産
業
界
の

最
大
の
使
命
は
国
民
・
消
費
者

に
対
す
る
水
産
物
の
安
定
供

給
。
そ
の
た
め
に
水
産
業
の
成

長
産
業
化
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
不
漁
問
題
や
脱
炭
素
化
に

向
け
た
技
術
開
発
な
ど
の
新
た

な
課
題
に
取
り
組
む
。
引
き
続

き
『
人
・
船
・
資
源
』
の
構
造

改
革
を
進
め
、
漁
業
者
の
経
営

を
維
持
し
、
水
産
物
需
要
の
回

復
に
努
め
る
」
と
し
、
取
り
組

み
の
柱
と
し
て
、
①
漁
業
経
営

対
策
予
算
の
維
持
・
拡
充
②
輸

出
拡
大
を
含
む
需
要
の
回
復
③

船
舶
職
員
・
漁
業
後
継
者
の
確

保
と
漁
船
の
代
船
建
造
④
資
源

の
持
続
性
に
配
慮
し
た
水
産
業

の
推
進
―
―
な
ど
を
挙
げ
た
。

特
に
「
積
立
ぷ
ら
す
」
や
漁

業
経
営
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

事
業
の
維
持
・
拡
充
や
コ
ロ
ナ

対
策
予
算
の
継
続
に
注
力
す
る

ほ
か
、
高
齢
化
し
た
漁
船
を
国

際
競
争
力
の
あ
る
漁
船
へ
の
更

新
す
る
た
め
、
「
漁
船
競
争
力

強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ

て
収
益
性
の
高
い
操
業
体
制

や
、
次
世
代
に
対
応
し
た
高
性

能
漁
船
へ
の
転
換
を
図
る
」
と

述
べ
た
。

丸
千
千
代
田
水
産
（
東
京
都

江
東
区
）
は
２
日
開
催
の
取
締

役
会
で
、
石
橋
秀
子
副
社
長
が

７
月
１９
日
付
で
代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
す
る
こ
と
を
内
定
し

た
。
石
橋
利
至
子
社
長
は
取
締

役
会
長
に
就
く
。
同
日
開
催
予

定
の
取
締
役
会
で
正
式
決
定
す

る
。

石
橋
秀
子
副
社
長
は
１
９
９

５
年
３
月
成
城
大
文
芸
学
部

卒
。
２
０
１
３
年
６
月
丸
千
千

代
田
水
産
入
社
、
顧
問
就
任
。

１５
年
６
月
監
査
役
、
１７
年
６
月

取
締
役
を
経
て
、
２０
年
６
月
か

ら
現
職
。１
９
７
３
年
生
ま
れ
。

東
京
出
身
。
石
橋
利
至
子
社
長

の
長
女
。
息
子
２
人
。

新
任
取
締
役
に
壱
岐

・
丹

羽

執

行

役

員

丸
千
千
代
田
水
産
６
月
２
日

付
。
【
役
員
人
事
】
▽
代
表
取

締
役
社
長
（
留
任
）＝

石
橋
利

至
子
▽
取
締
役
副
社
長
（
同
）

＝

石
橋
秀
子
▽
常
務
取
締
役
兼

営
業
本
部
長
（
同
）＝

畑
末
新

太
郎
▽
取
締
役
（
新
任
）＝

壱

岐
義
夫
（
執
行
役
員
）
、
丹
羽

信
夫
（
同
）

▽
退
任＝

蛭
田
憲
司
（
監
査

役
）
▽
監
査
役
（
新
任
）＝

池
田

聡
３
月
３１
日
付
。
▽
退
任＝

一

場
幸
雄
（
顧
問
）

日
本
介
護
食
品
協
議
会
（
会

長‥

森
佳
光
キ
ユ
ー
ピ
ー
執
行

役
員
広
報
担
当
）
が
会
員
企
業

を
対
象
に
集
計
し
た
令
和
３
年

の
Ｕ
Ｄ
Ｆ
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
フ
ー
ド
）生
産
量
は
、前

年
比
０
・
４
％
減
の
７
万
７
４

６
０
ｔ
と
な
っ
た
。
生
産
額
は

３
％
増
の
５
２
４
億
１
２
０
０

万
円
と
、引
き
続
き
増
加
し
た
。

Ｕ
Ｄ
Ｆ
製
品
の
登
録
は
現
在

２
２
１
４
品
目
。
前
年
同
期
か

ら
５３
品
目
増
え
た
。
会
員
企
業

数
は
９０
社
（
令
６
月
１
日
現

在
）。一

方
、
同
会
が
４
月
に
実
施

し
た
一
般
消
費
者
対
象
の
認
知

度
調
査
で
は
、
介
護
食
品
が
市

販
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
「
知
っ

て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
は
全

体
の
４９
・
０
％
と
な
り
、
前
回

の
４９
・
２
％
と
ほ
ぼ
同
数
と
な

っ
た
。

ニ
チ
レ
イ（
東
京
都
中
央
区
、

大
櫛
顕
也
社
長
）は
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環

境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
投
資

の
代
表
的
な
指
数
で
あ
る
「F

T
S
E

4
G

o
o
d

In
d
e
x

S
e
r

ie
s

」
の
構
成
銘
柄
に
こ
の
ほ

ど
選
定
さ
れ
た
。
２
０
０
３
年

度
か
ら
２０
年
連
続
の
選
定
。
年

金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政

法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
指
数
で
あ
る
「F

T
S
E

B
lo

sso
m

Ja
p
a
n

In
d
e
x

」

の
構
成
銘
柄
に
も
１７
年
度
か
ら

６
年
連
続
で
選
ば
れ
て
い
る
。

ニ
チ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
は
豊
か

な
食
生
活
と
健
康
を
支
え
る
企

業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
重

視
し
、
透
明
性
の
高
い
経
営
を

実
践
。
２
０
２
２
～
２４
年
度
中

期
経
営
計
画
で
も
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

グ
ル
ー
プ
の
持
続
的
な
企
業
価

値
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
る
。

〒１４０-０００２ 東京都品川区東品川２-２-２０（天王洲オーシャンスクエア）

TEL０３-３４５８-４４５０ FAX０３-３４５８-４５５７

●札 幌 TEL.011(261)3103 ●仙 台 TEL.022(726)5092

●名古屋 TEL.052(684)6331 ●大 阪 TEL.06(6398)0755

●下 関 TEL.083(222)3471 ●福 岡 TEL.092(721)0999
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３

４

２～３

大大
日日
本本
水水
産産
会会
がが
総総
会会

ＦＯＯＭＡ３年ぶり活況

アイス産鯨肉輸入に暗雲

衛生管理特集

成
長
産
業
化
へ
結
束

今週の紙面

総会の冒頭で挨拶する金子農水大臣

２
年
前
倒
し
で
完
全
黒
字
化
へ

母船式商業捕鯨船団

４４年年目目へへ出出港港

三陸沖へ出港する日新丸を見送る所社長

Ｕ
Ｄ
Ｆ
生
産
量
横
ば

い
、
金
額
は
３
％
増

白須会長

ホームページ http : // www. suisantimes. co. jp /
Ｅ メ ー ル suisan @suisantimes. co. jp

北
朝
鮮
ミ
サ
イ
ル
に
抗
議
声
明

補助事業の継続を訴える池見会長

全
漁
連

「
漁
業
者
の
安
全
脅
か
す
蛮
行
」

ご

挨

拶

謹
啓

時
下
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
六
月
二
日
開
催
の
弊
社
第
七
十
七
期

定
時
株
主
総
会
な
ら
び
に
取
締
役
会
に
お
い
て
、
左

記
の
通
り
役
員
が
選
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
役
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し
社
業

の
発
展
に
一
層
の
努
力
を
致
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
何
卒
倍
旧
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
具

令
和
四
年
六
月
十
三
日

東
京
都
江
東
区
豊
洲
六
丁
目
六
番
二
号

丸
千
千
代
田
水
産
株
式
会
社

「電気代上昇を危惧」

神谷長官（左）に要請する
全漁連・大森敏弘専務

日本冷蔵倉庫協会

池見会長

代

表

取

締

役

社

長

石

橋

利
至
子

取

締

役

副

社

長

石

橋

秀

子

常
務
取
締
役（
営
業
本
部
長
）

畑

末

新
太
郎

取
締
役（
営
業
副
本
部
長
）

壱

岐

義

夫

取

締

役

丹

羽

信

夫

監

査

役

池

田

聡

執
行
役
員（
営
業
副
本
部
長
）

毛

塚

英

輔

執

行

役

員

山

形

敏

夫

執

行

役

員

上

草

弘

道

執

行

役

員

大

澤

達

生

執

行

役

員

小
田
原

裕

二

執

行

役

員

稲

葉

康

弘

令和新時代

千
代
田

水

産

社
長
に
石
橋
秀
子
副
社
長

㈱
女
川
魚
市
場

加
藤

實
氏

（
新
任
）

代
表
取
締
役
社
長

（
新
任
）

（
新
任
）

魅
力
あ
る
産
地
市
場
に
変
革

石橋副社長

２０
年
連
続
で
Ｅ

Ｓ
Ｇ
構
成
銘
柄

な
お
、
監
査
役
・
蛭
田
憲
司
は
本
総
会
終
結
の
時
を
も
っ

て
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
在
任
中
賜
り
ま

し
た
ご
厚
情
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
七
月
十
九
日
開
催
予
定
の
取
締
役
会
を
も
っ
て
代

表
取
締
役
社
長
・
石
橋
利
至
子
が
取
締
役
会
長
、
取
締
役
副

社
長
・
石
橋
秀
子
が
代
表
取
締
役
社
長
に
そ
れ
ぞ
れ
就
任
す

る
予
定
で
す
。

ニ
チ
レ
イ
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―
―
ど
の
よ
う
な
依
頼
事
項

が
増
え
て
い
る
か

島
�

肉
眼
で
把
握
で
き
な

い
微
生
物
に
関
す
る
悩
み
や
依

頼
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
微
生

物
が
引
き
起
こ
す
変
敗
（
食
用

不
可
と
な
る
ほ
ど
の
劣
化
）
や

基
準
逸
脱
の
原
因
解
明
の
ほ

か
、
自
社
の
微
生
物
管
理
体
制

が
適
切
か
評
価
し
て
ほ
し
い
と

い
う
相
談
も
多
く
受
け
る
。

当
社
で
は
▽
専
門
チ
ー
ム
に

よ
る
リ
ス
ク
抽
出
▽
リ
ス
ク
の

評
価
・
対
策
立
案
▽
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
に
よ
る
対
策
推
進
―
―
の

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
成
る

「
微
生
物
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
を
積
極
的
に
提
案
し
て
い

る
。
微
生
物
由
来
の
ト
ラ
ブ
ル

は
問
題
が
発
覚
し
た
際
に
は
手

遅
れ
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
潜

在
的
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、
予

防
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

寺
岡

建
設
計
画
か
ら
本
稼

働
ま
で
を
支
援
す
る
「
食
品
工

場
建
設
時
に
お
け
る
ト
ー
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
も
需
要
が
強
ま

っ
て
お
り
、
実
績
を
着
実
に
積

み
重
ね
て
い
る
。

同
サ
ー
ビ
ス
で
は
当
社
グ
ル

ー
プ
の
豊
富
な
支
援
経
験
や
他

社
事
例
を
根
拠
と
し
た
�
新
工

場
の
あ
る
べ
き
姿
�
を
事
前
に

明
示
す
る
こ
と
で
、
本
稼
働
後

の
製
品
汚
染
を
効
果
的
に
防
止

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
過

不
足
の
な
い
規
則
の
設
定
な
ど

対
外
的
な
説
明
性
の
あ
る
シ
ス

テ
ム
構
築
も
強
み
の
一
つ
。

ま
た
、
当
社
の
研
究
・
研
修

拠
点
「
彩
都
総
合
研
究
所
」（
大

阪
府
茨
木
市
）
の
見
学
も
受
け

付
け
て
い
る
。
顧
客
の
皆
様
に

は
納
得
し
て
い
た
だ
い
た
上
で

工
場
を
建
設
し
て
ほ
し
い
。

―
―
気
温
が
高
く
な
る
に
つ

れ
発
生
が
増
え
る
害
虫
予
防
に

つ
い
て
注
意
事
項
を

島
�

捕
虫
器
の
設
置
位
置

に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
特
に
紫
外
線
で
引
き
付
け

て
捕
獲
・
駆
除
す
る
タ
イ
プ
の

捕
虫
器
は
、
設
置
場
所
を
誤
る

と
、
外
部
か
ら
工
場
内
部
へ
と

害
虫
を
誘
引
し
、
リ
ス
ク
を
引

き
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
大
量
に
設
置
す
れ
ば
良
い

も
の
で
は
な
い
。
リ
ス
ク
を
考

慮
し
た
う
え
で
効
果
的
な
配
置

が
求
め
ら
れ
る
。

冬
季
に
害
虫
対
策

の
準
備
を
実
施

寺
岡

気
温
が
高
く
な
っ
て

か
ら
害
虫
対
策
を
検
討
す
る
の

で
は
遅
い
。
害
虫
が
少
な
い
冬

季
の
う
ち
に
１
年
間
の
発
生
状

況
や
対
策
を
振
り
返
り
、
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
害
虫

発
生
量
が
ピ
ー
ク
に
至
る
前
に

新
た
な
衛
生
管
理
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

―
―
直
近
１
年
間
に
お
け
る

新
サ
ー
ビ
ス
や
投
資
に
つ
い
て

島
�

ネ
ズ
ミ
な
ど
の
小
動

物
の
監
視
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ｅ
ｓ

ｃ
ｌ
ｅ
（
ぺ
ス
ク
ル
）
」
の
提

供
を
４
月
に
開
始
し
た
。
同
サ

ー
ビ
ス
は
熱
感
知
セ
ン
サ
ー
と

暗
視
カ
メ
ラ
で
得
た
情
報
を
独

自
Ａ
Ｉ
で
処
理
し
、
害
獣
の
み

を
検
出
・
通
知
す
る
も
の
。
従

来
の
監
視
サ
ー
ビ
ス
で
は
現
場

に
デ
ー
タ
を
取
り
に
行
く
工
程

が
必
要
と
な
り
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
検
出
情
報
が
入
手
で
き
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
が
、
ペ

ス
ク
ル
で
は
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
を
採
用
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
実

現
す
る
。

寺
岡

食
品
工
場
に
と
っ
て

ネ
ズ
ミ
な
ど
の
小
動
物
が
与
え

る
影
響
は
と
て
も
大
き
い
。
直

接
的
な
食
害
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
外
部
か
ら
汚
れ
や
菌
を
運

び
込
む
リ
ス
ク
も
あ
る
。
小
動

物
が
工
場
内
に
存
在
し
な
い
こ

と
を
確
実
に
証
明
す
る
意
味
で

も
同
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
は
大
き

い
。

昨年６月にＨＡＣＣＰ制度化に関する法令（改正食

品営業法第五十条）が完全施行となり、早くも１年

が経過。水産業・水産加工業においても衛生管理に

対する意識が定着してきた。企業間取引においてＨ

ＡＣＣＰ以上の管理レベルを要求されるケースも多

く、衛生管理への投資は食品関連企業にとって妥協

が許されない重要課題といえる。同特集では総合環

境衛生管理を展開するアース環境サービスに衛生管

理業界の最新動向を聞くとともに、注目のサービス

やアイテムを探った。食品の安全・安心はもちろん

のこと、従業員の作業負担軽減や省力化につながる

提案も多くみられた。

日
本
品
質
の
清
掃

用
品
を
世
界
へ

総
合
清
掃
用
品
メ
ー
カ
ー
の

高
砂
（
東
京
都
江
戸
川
区
、
吉

田
典
靖
社
長
）
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

対
応
製
品
（
Ｈ
Ｐ
、
Ｈ
Ｐ
Ｍ
シ

リ
ー
ズ
）
の
海
外
展
開
に
注
力

し
て
い
る
。
既
に
東
京
都
中
小

企
業
振
興
公
社
の
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、
早

け
れ
ば
今
年
度
中
に
も
東
南
ア

ジ
ア
圏
の
現
地
展
示
会
に
製
品

を
出
品
す
る
予
定
だ
。
品
質
と

安
定
供
給
を
武
器
に
販
路
開
拓

を
図
る
。

昨
年
１２
月
に
は
３
台
目
と
な

る
植
毛
機
を
増
設
し
、
海
外
か

ら
の
受
注
に
対
応
す
る
生
産
体

制
を
確
立
し
た
。
英
語
版
の
企

業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
も

作
成
済
み
。

同
社
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
製

品
は
す
べ
て
国
内
の
自
社
工
場

で
製
造
。
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ

ン
の
確
か
な
品
質
と
安
定
し
た

供
給
体
制
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
直
近
７
～
８
年
で
は
１

週
間
を
超
え
る
欠
品
は
発
生
し

て
い
な
い
。

あ
る
弁
当
工
場
か
ら
は
「
以

前
は
海
外
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ラ
シ

を
使
用
し
て
い
た
が
、
長
期
欠

品
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
監

査
前
な
ど
は
困
っ
て
い
た
。
高

砂
製
品
に
変
更
し
て
か
ら
は
欠

品
が
な
く
助
か
っ
て
い
る
」
と

い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

小
ロ
ッ
ト
多
品
種
の
発
注
へ

の
対
応
力
も
同
社
の
強
み
。
ゾ

ー
ニ
ン
グ
（
区
域
分
け
）
に
対

応
し
た
生
産
ラ
イ
ン
を
持
つ
企

業
の
「
特
定
の
色
の
ブ
ラ
シ
だ

け
を
補
充
し
た
い
」
と
い
っ
た

悩
み
も
解
決
す
る
。

現
場
環
境
や
使
用
機
材
に
合

わ
せ
て
毛
の
長
さ
や
固
さ
、
密

度
な
ど
を
変
え
る
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
も
可
能
。
ブ
ラ
シ
の
使
い
勝

手
が
悪
く
、
作
業
効
率
が
低
い

と
い
っ
た
課
題
に
も
対
応
す

る
。
ハ
ン
ド
ブ
ラ
シ
の
毛
を
短

く
し
た
こ
と
で
、
２
時
間
以
上

か
か
っ
て
い
た
清
掃
作
業
を
半

分
以
下
に
短
縮
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
製
パ
ン
工
場
も
あ
る
。

三
角
形
の
特
殊
な

繊
維
で
差
別
化

同
社
の
主
力
で
あ
る
Ｈ
Ｐ
シ

リ
ー
ズ
は
毛
の
断
面
が
三
角
形

の
特
殊
な
繊
維
を
採
用
し
て
い

る
。
独
自
技
術
で
他
社
製
品
と

差
別
化
す
る
こ
と
で
、
異
物
混

入
が
発
生
し
た
際
の
追
跡
調
査

を
簡
略
化
す
る
。
毛
の
根
元
は

し
っ
か
り
と
留
金
で
固
定
。
異

物
混
入
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り

排
除
し
た
。

品
質
保
証
体
制
を
徹
底
し
た

い
と
い
う
企
業
に
は
磁
性
毛
材

を
使
用
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ

の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
。
金

属
検
出
器
で
検
知
が
可
能
な
た

め
、
万
が
一
、
毛
が
抜
け
落
ち

た
際
の
リ
ス
ク
を
大
幅
に
抑
制

す
る
。
テ
ス
ト
用
の
毛
材
サ
ン

プ
ル
も
提
供
可
能
で
、
検
知
感

度
を
事
前
に
確
認
し
た
う
え
で

契
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
商
品
の
開
発
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
最
新
版
の
カ
タ
ロ

グ
で
は
狭
い
隙
間
な
ど
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
る
「
Ｈ

Ｐ
掃
除
機
ノ
ズ
ル
ブ
ラ
シ
」や
、

水
切
り
に
便
利
な
一
体
型
の

「
Ｈ
Ｐ
ス
ク
イ
ー
ジ
ー
」
「
Ｈ

Ｐ
不
織
布
ク
リ
ー
ナ
ー
５
枚
入

（
赤
・
青
）
」
な
ど
も
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
加
え
た
。

ロ
ゴ
や
イ
ラ
ス
ト
の
印
字
が

で
き
る
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
も
こ

の
ほ
ど
導
入
し
た
。
顧
客
に
要

望
に
応
え
続
け
る
た
め
の
多
品

種
化
や
設
備
投
資
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
。

ア
ー
ス
環
境
サ
ー
ビ
ス
（
東
京
都
中
央
区
、
田
渕
徹
社
長
）

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
事
業
所
の
衛
生
管
理
を
診
断
し
、
改
善
対

策
の
処
方
箋
を
切
り
、
治
療
・
予
防
を
し
な
が
ら
安
全
・
安

心
な
環
境
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
同
社
の
技
術
者

は
「
環
境
ド
ク
タ
ー
」
と
し
て
、
企
業
の
体
力
・
体
型
を
考

慮
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
衛
生
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

案
。
企
業
の
健
全
な
事
業
運
営
に
貢
献
し
て
い
る
。
寺
岡
雄

志
執
行
役
員
学
術
部
部
門
長
と
島
�
光
臣
学
術
部
次
長
に
衛

生
管
理
の
動
向
や
、
そ
れ
に
対
す
る
同
社
の
対
応
に
つ
い
て

聞
い
た
。

島
�

昨
年
に
は
公
式
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
「S

h
o
p

–

E
S
C

O

」
を
開
設
し
た
。
当

社
の
主
要
取
扱
い
商
品
８
０
０

ア
イ
テ
ム
以
上
の
購
入
が
可
能

で
、
見
積
書
や
仕
切
書
（
納
品

書
）
、
Ｓ
Ｄ
Ｓ
（
安
全
デ
ー
タ

シ
ー
ト
）
な
ど
の
各
種
資
料
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
原
則
と
し
て
当
社
の
情

報
共

有

シ

ス

テ

ム

「E
S
-

C
O

E
V

O

（
エ
ス
コ
エ
ボ
）」

を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
顧
客

の
み
の
販
売
と
し
て
い
る
が
、

利
用
者
層
の
拡
大
も
視
野
に
入

れ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
は

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
ア
ー
ス

製
薬
の
虫
ケ
ア
製
品
、
ネ
ズ
ミ

の
喫
食
状
況
を
確
認
す
る
ベ
イ

ト
材
な
ど
が
よ
く
購
入
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続

計
画
）
や
運
用
コ
ス
ト
削
減
の

観
点
か
ら
、
本
社
を
東
京
都
千

代
田
区
か
ら
中
央
区
晴
海
へ
と

移
転
し
た
。
新
し
い
オ
フ
ィ
ス

で
は
リ
モ
ー
ト
会
議
用
ス
ペ
ー

ス
を
多
く
配
置
す
る
な
ど
、
業

務
効
率
も
重
視
し
て
い
る
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
に
向

か
う
中
、
対
面
研
修
へ
の
関
心

が
強
ま
っ
て
い
る

島
�

彩
都
総
合
研
究
所
で

は
数
多
く
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
る
。
最
近
は
Ｊ

Ｆ
Ｓ
規
格
や
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０

０
０
な
ど
の
内
部
監
査
員
を
養

成
す
る
研
修
の
ほ
か
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
要
で
あ
る
「
ハ
ザ
ー
ド

分
析
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
受
講
数
が
増
加

し
て
い
る
。

毛
髪
対
策
な
ど
実

践
型
研
修
再
開
へ

水
産
業
界
の
方
々
に
お
勧
め

し
た
い
の
は
毛
髪
の
混
入
防
止

を
目
的
と
し
た
体
験
型
の
研

修
。
「
ど
の
よ
う
な
経
路
で
毛

髪
が
食
品
に
混
入
す
る
の
か
」

「
粘
着
ロ
ー
ラ
ー
を
ど
の
よ
う

に
当
て
れ
ば
確
実
に
異
物
を
キ

ャ
ッ
チ
で
き
る
の
か
」
を
実
践

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
ス
リ
ミ
原
料
を
扱
う
現

場
で
は
、
混
入
時
の
除
去
が
難

し
い
な
ど
の
理
由
か
ら
毛
髪
混

入
防
止
に
力
を
入
れ
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
現
在
は
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
同
研
修
を
実
施

し
て
い
な
い
が
、
時
期
を
み
て

再
開
す
る
予
定
。
そ
の
際
に
は

ぜ
ひ
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

【
執
行
役
員
学
術
部
部
門
長

寺
岡
雄
志
（
て
ら
お
か
・
た

け
し
）】１
９
６
９
年
生
ま
れ
、

大
阪
府
出
身
。
大
阪
市
立
大
学

後
期
博
士
課
程
生
物
学
専
攻
修

了
。
従
事
者
教
育
支
援
を
含
む

ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
異
物

混
入
防
止
シ
ス
テ
ム
構
築
、
品

質
保
証
シ
ス
テ
ム
改
善
支
援
業

務
に
従
事
す
る
。
研
究
機
関
と

の
チ
ャ
タ
テ
ム
シ
生
理
生
態

学
、
ゴ
キ
ブ
リ
類
の
地
理
的
変

異
な
ど
の
共
同
研
究
も
行
う
。

２
０
２
１
年
６
月
か
ら
現
職
。

【
学
術
部
次
長

島
�
光
臣

（
し
ま
ざ
き
・
み
つ
お
み
）
】

１
９
７
５
年
生
ま
れ
、
埼
玉
県

出
身
。
北
海
道
大
学
大
学
院
水

産
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

を
修
了
。
製
造
現
場
の
衛
生
状

態
の
診
断
、
製
品
汚
染
防
止
対

策
の
立
案
・
実
施
業
務
な
ど
に

従
事
す
る
。
「
Ｊ
Ｆ
Ｓ－

Ａ
／

Ｂ
規
格
（
セ
ク
タ
ー
Ｅ
／
Ｌ
）

の
監
査
員
、
判
定
員
と
し
て
も

活
躍
す
る
。
２
０
２
２
年
４
月

か
ら
現
職
。

ＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理点）

とは、食中毒菌汚染や異物混入の危

害要因を把握した上で、要因を除去

・低減させるために特に重要な工程

を管理し、製品の安全性を確保する

衛生管理手法のこと。従来の抜き取

り検査による衛生管理に比べ、問題

のある製品の出荷をより効果的に防

ぐことが可能となるほか、原因追及

もしやすくなることが特徴として挙

げられる。制度化されたのは７原則

１２手順と呼ばれるガイドラインに従

った制度の導入・実践であり、規格

取得や承認などが求められるもので

はない。各企業、製造現場の実状に

合った対策の策定・実践が必要とな

る。実施状況については保健所など

が営業許可の更新時や通常の定期立

入検査の際に監視指導を行う。

株式会社高砂

〒１３２-００２１ 東京都江戸川区中央２-２-３

TEL：０３-３６５２-５１３６ FAX：０３-３６５２-５１３９

http : www.shidapalm.co.jp
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ももののづづくくりり、、安安全全管管理理とといいうう付付加加価価値値

コミュニケーション

重視のセールス

※食品展示会に多数出展

ぜひお越しください！

衛衛
生生
管管
理理
特特
集集

２２
００
２２
２２

������ ���

※金属検出機で検出できる

ブラシで異物混入対策

金属検出機対応ブラシ

アアアアアア
ーーーーーー
スススススス
環環環環環環
境境境境境境
ササササササ
ーーーーーー
ビビビビビビ
スススススス
にににににに
聞聞聞聞聞聞
くくくくくく

潜
在
リ
ス
ク
を
考
慮
し
対
策
を

法
人
向
け
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
開
設

柔軟なカスタマイズ対応

※特注ご要望に

スムーズに対応

利
用
者
層
の
拡
大
も
視
野
に

日本製ＨＡＣＣＰ対応清掃用品

高砂ＨＰ・ＨＰＭシリーズ

島�光臣学術部次長

※三角柱の特殊繊維で

トレサビリティ向上

機能性素材で

品質保証体制をサポート

従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従従業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににもももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献

事事業業継継続続・・発発展展ののカカギギ

寺岡雄志学術部部門長

日本製で軽量コンパクト

※使い勝手が良く

女性に大人気！

水 産 タ イ ム ス

～創業１０４年～

Ｈ
Ｐ
不
織
布
ク
リ
ー
ナ
ー

ＦＯＯＭＡ２０２２でも豊富なラインナップをＰＲ

品
質
と
供
給
力
で
販
路
開
拓

東
南
ア
ジ
ア
の
需
要
取
り
込
み
へ

高高高高高高
砂砂砂砂砂砂

３台目となる植毛機を増設し、海外からの受注に対応する生産体制を確立した

ＨＨＡＡＣＣＣＣＰＰととはは？？

����	
��������

ＨＰ掃除機ノズルブラシ



堀
場
製
作
所
の
グ
ル
ー
プ
会

社
で
水
計
測
事
業
を
手
が
け
る

堀
場
ア
ド
バ
ン
ス
ド
テ
ク
ノ

（
京
都
市
、
堀
場
弾
社
長
）
は

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
電
極
」
を
世

界
で
初
め
て
採
用
し
た
残
留
塩

素
濃
度
モ
ニ
タ
ー
「U

P
−

4
0
0

C
L

」を
こ
の
ほ
ど
発
売
し
た
。

食
材
の
除
菌
・
殺
菌
に
使
用

す
る
微
酸
性
電
解
水
や
次
亜
塩

素
酸
水
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
溶
液
な
ど
の
洗
浄
水
は
、

食
品
衛
生
法
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で

定
め
ら
れ
た
基
準
に
準
拠
し
た

残
留
塩
素
（
有
効
塩
素
）
濃
度

の
管
理
が
必
要
に
な
る
。

「U
P

−
4
0
0

C
L

」
は
デ

ー
タ
取
得
の
自
動
化
、
一
元
管

理
に
よ
っ
て
残
留
塩
素
濃
度
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
連
続
測
定
・

管
理
を
実
現
し
、
手
作
業
に
よ

る
濃
度
管
理
の
作
業
工
数
を
大

幅
に
削
減
す
る
。

さ
ら
に
独
自
技
術
（
特
許
出

願
済
）
に
よ
っ
て
、
野
菜
の
灰

汁
（
あ
く
）
の
影
響
を
受
け
に

く
く
、
野
菜
洗
浄
中
の
残
留
塩

素
濃
度
も
連
続
測
定
で
き
る
た

め
、
衛
生
管
理
の
強
化
に
貢
献

す
る
。

高
寿
命
化
と
電
解

水
測
定
を
実
現

最
大
の
特
長
は
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
電
極
」
を
採
用
し
、
高
寿

命
化
と
電
解
水
の
測
定
を
可
能

に
し
た
こ
と
。
高
寿
命
化
は
ホ

ウ
素
を
添
加
し
た
導
電
性
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
を
電
極
に
採
用
す
る

こ
と
で
、
一
般
的
な
カ
ー
ボ
ン

電
極
に
比
べ
て
２
倍
以
上
を
実

現
し
た
。

ま
た
、
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
電

極
」
は
次
亜
塩
素
酸
と
次
亜
塩

素
酸
イ
オ
ン
の
同
時
測
定
が
可

能
な
た
め
、
ｐ
Ｈ
の
影
響
を
受

け
に
く
く
、
酸
性
か
ら
中
性
、

ア
ル
カ
リ
性
ま
で
幅
広
い
洗
浄

水
を
測
定
で
き
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
自
動
化
も

大
き
な
特
長
で
、
自
動
サ
ン
プ

リ
ン
グ
や
自
動
デ
ー
タ
出
力
機

能
に
よ
っ
て
測
定
値
を
一
元
管

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
作

業
で
の
洗
浄
水
採
取
と
濃
度
測

定
、
デ
ー
タ
記
入
に
か
か
る
工

数
を
削
減
す
る
。
自
動
測
定
の

間
隔
は
約
１５
秒
、
異
常
発
生
時

に
即
時
に
対
応
で
き
る
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
産
鯨
肉
の
輸

入
を
め
ぐ
り
、
当
初
内
諾
し
て

い
た
買
い
付
け
の
た
め
の
資
金

融
資
の
方
針
を
水
産
庁
が
覆
し

た
こ
と
で
、
日
本
の
捕
鯨
最
大

手
の
共
同
船
舶
（
東
京
都
中
央

区
、
所
英
樹
社
長
）
が
今
後
の

対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
。
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
は
日
本
が

官
民
一
体
で
要
請
し
て
き
た
捕

鯨
再
開
に
応
え
た
立
場
だ
が
、

こ
の
方
向
転
換
で
今
後
の
動
き

に
暗
雲
が
立
ち
込
め
始
め
た
。

３１
年
ぶ
り
の
母
船
式
商
業
捕

鯨
再
開
か
ら
４
年
目
を
迎
え
た

も
の
の
、
操
業
海
域
は
日
本
の

２
０
０
海
里
内
の
排
他
的
経
済

水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
限
ら
れ
、

輸
入
鯨
肉
、
沿
岸
小
型
捕
鯨
を

除
く
鯨
肉
の
供
給
量
は
調
査
捕

鯨
時
代
（
副
産
物
）
の
２
４
０

０
ｔ
か
ら
１
５
５
０
ｔ
～
１
６

５
０
ｔ
と
大
き
く
減
少
し
た
。

「
こ
の
程
度
の
供
給
量
で
は

捕
鯨
産
業
も
日
本
伝
統
の
ク
ジ

ラ
食
文
化
も
衰
退
の
道
を
た
ど

る
」
と
危
機
感
を
強
め
た
共
同

船
舶
は
「
捕
鯨
産
業
全
体
を
立

て
直
す
」
と
の
理
念
を
水
産
庁

と
共
有
し
、
国
内
供
給
量
５
５

０
０
ｔ
の
市
場
づ
く
り
を
当
面

の
目
標
に
設
定
。

こ
の
た
め
、
水
産
庁
に
捕
鯨

枠
の
増
枠
を
求
め
る
と
同
時

に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
２
５

０
０
ｔ
程
度
の
ナ
ガ
ス
鯨
肉
の

輸
入
が
必
須
で
あ
る
と
判
断

し
、
全
量
買
い
取
り
を
条
件
と

し
た
捕
鯨
再
開
を
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
側
に
打
診
し
た
。

所
社
長
に
よ
る
と
、
そ
の
た

め
の
購
入
資
金
を
海
外
漁
業
協

力
財
団
（
Ｏ
Ｆ
Ｃ
Ｆ
）
か
ら
融

資
を
受
け
る
こ
と
で
水
産
庁

（
海
外
漁
業
協
力
室
）
の
了
解

を
得
た
上
で
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

唯
一
の
捕
鯨
会
社
、
ク
バ
ル
社

に
操
業
再
開
を
要
請
し
た
。

こ
の
動
き
を
め
ぐ
っ
て
は
、

今
年
２
月
に
水
産
庁
の
担
当
官

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ク
バ
ル
社

の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
代
表
と
面
談

し
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
産
鯨
肉
輸

入
に
関
す
る
共
同
船
舶
の
意
向

を
伝
え
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
を
受
け
、
共
同
船
舶
は

３
月
１７
日
の
取
締
役
会
で
Ｏ
Ｆ

Ｃ
Ｆ
か
ら
最
大
３０
億
円
の
借
り

入
れ
を
行
い
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

産
鯨
肉
の
一
括
購
入
提
案
を
ク

バ
ル
社
に
提
出
す
る
こ
と
を
決

議
し
た
。

同
担
当
官
は
４
月
１
日
付
の

人
事
異
動
で
管
轄
か
ら
離
れ
た

が
、４
月
１９
日
に
は
水
産
庁（
海

外
漁
業
協
力
室
、
捕
鯨
室
）
の

新
た
な
担
当
者
と
共
同
船
舶
関

係
者
が
集
ま
り
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
の
捕
鯨
・
輸
入
に
関
す
る
日

本
の
姿
勢
を
確
認
し
て
い
る
。

す
で
に
ク
バ
ル
社
は
６
月
１９

日
の
操
業
開
始
に
向
け
て
準
備

を
進
め
、
共
同
船
舶
も
Ｏ
Ｆ
Ｃ

Ｆ
か
ら
の
融
資
を
受
け
る
こ
と

を
前
提
に
、
全
量
一
括
買
い
取

り
を
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
側
に
提
案

す
る
姿
勢
で
臨
ん
で
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
水
産
庁
国
際
課

は
５
月
２３
日
、
「
Ｏ
Ｆ
Ｃ
Ｆ
か

ら
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
産
鯨
肉
に

関
し
て
輸
入
資
金
を
供
与
さ
せ

な
い
こ
と
を
水
産
庁
長
官
名
で

決
定
し
た
」
と
、
こ
れ
ま
で
と

異
な
る
方
針
を
表
明
。
こ
の
件

を
推
進
し
て
き
た
担
当
官
の
動

き
に
つ
い
て
は
「
水
産
庁
の
組

織
決
定
を
受
け
ず
に
行
わ
れ
た

も
の
。
同
氏
は
国
際
課
に
所
属

し
て
お
ら
ず
、
行
動
に
問
題
が

あ
っ
た
」
と
の
趣
旨
を
共
同
船

舶
に
伝
え
て
い
る
。

結
果
的
に
梯
子
を
外
さ
れ
た

形
と
な
っ
た
所
氏
は
「
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
か
ら
の
鯨
肉
輸
入
は
官

民
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
き
た

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
水
産

庁
の
意
識
決
定
と
行
動
及
び
責

任
の
連
続
性
と
い
う
観
点
か
ら

も
到
底
納
得
で
き
な
い
。
国
際

的
な
信
用
問
題
に
も
発
展
し
か

ず
、
民
間
銀
行
か
ら
借
り
入
れ

て
も
や
り
き
る
」
と
の
意
思
を

鮮
明
に
し
て
い
る
。

ハ
ピ
ク
ロ
（
福
岡
県
北
九
州

市
、
中
田
佳
孝
社
長
）
は
従
来

提
供
し
て
き
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
サ

ポ
ー
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「H
A

C
C

P
P

y

」
を
食
品
製

造
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
シ
リ

ー
ズ
「F

O
O

D
C

A
P

T
A

IN

（
フ
ー
ド
キ
ャ
プ
テ
ン
）
」
と

し
て
１
日
ブ
ラ
ン
ド
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。

従
来
の
食
品
衛
生
管
理
に
加

え
、
食
品
製
造
管
理
分
野
に
お

け
る
業
務
効
率
向
上
に
も
貢
献

し
て
い
く
考
え
。

食

品

製

造

業

向

け

の

「

F
O

O
D

C
A

P
T

A
IN

−

F
M

M
S

」
は
９
月
に
リ
リ
ー

ス
予
定
。
Ｇ
Ｍ
Ｐ
な
ど
に
準
拠

し
た
食
品
製
造
お
よ
び
品
質
管

理
に
関
す
る
、
帳
票
管
理
を
主

な
用
途
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
予
定
。

提

供

中

の

「F
O

O
D

-

C
A

P
T

A
IN

−
F

H
M

S

」
は

▽
店
舗
内
に
設
置
し
た
温
度
セ

ン
サ
ー
で
、
室
内
や
冷
蔵
・
冷

凍
庫
内
の
温
度
を
自
動
記
録
▽

各
種
衛
生
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
記
録
し
一
括
管

理
▽
換
気
基
準
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
測
定
と
店
内
サ
イ
ネ
ー
ジ

等
で
の
見
え
る
化
▽
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
作
成
▽
ク
ラ
ウ
ド
に

よ
る
リ
モ
ー
ト
で
の
多
店
舗
管

理
―
―
な
ど
の
機
能
を
持
つ
。

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
京
都
市
、
梅
川
忠
典
社
長
）

は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
仕
組

み
や
安
全
性
の
勉
強
会
と
ゲ
ノ

ム
編
集
マ
ダ
イ
・
ト
ラ
フ
グ
の

試
食
会
を
京
都
府
宮
津
市
で
こ

の
ほ
ど
実
施
し
た
。
国
会
議
員

や
府
議
会
議
員
、市
議
会
議
員
、

自
治
体
関
係
者
、
地
元
関
係
者

な
ど
約
７０
人
が
参
加
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
「
陸
上
養
殖

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
養
殖
技
術

や
、
ゲ
ノ
ム
編
集
育
種
に
よ
っ

て
開
発
し
た
種
苗
を
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
規
参
入
者

の
呼
び
込
み
を
含
め
、
産
業
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
期
待

す
る
意
見
が
上
が
っ
た
。

マ
ダ
イ
や
ト
ラ
フ

グ
の
試
食
も
好
評

試
食
会
で
は「
２２
世
紀
鯛（
可

食
部
増
量
マ
ダ
イ
）
の
昆
布
締

め
」
「
２２
世
紀
ふ
ぐ
（
高
成
長

ト
ラ
フ
グ
）
の
椀
物
」
を
提
供

し
た
。
実
際
に
試
食
し
た
関
係

者
か
ら
は
「
非
常
に
ぷ
り
ぷ
り

し
て
い
て
、
お
い

し
か
っ
た
」
「
今

ま
で
食
べ
た
マ
ダ

イ
や
ト
ラ
フ
グ
の

中
で
最
も
肉
厚

で
、
お
い
し
か
っ

た
」
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。同

社
は
２
０
２

１
年
９
月
に
世
界

初
と
な
る
ゲ
ノ
ム
編
集
動
物
性

食
品
と
な
る
可
食
部
増
量
マ
ダ

イ
、
同
年
１０
月
に
高
成
長
ト
ラ

フ
グ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
農
林
水
産

省
・
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
届

出
を
行
い
、販
売
を
開
始
し
た
。

２
０
２
１
年
１２
月
か
ら
は
宮
津

市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
「
２２
世
紀
ふ
ぐ
」
を
提

供
し
て
い
る
。

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２
２
（
国
際

食
品
工
業
展
）
」
で
も
食
品
衛
生
に
関
連
し
た
サ
ー

ビ
ス
や
製
品
の
出
展
が
多
く
、
来
場
者
の
注
目
を
集

め
た
。
ワ
ー
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
長
野
県
上
伊
那

郡
辰
野
町
、荻
原
真
二
代
表
）
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
認
証
を
受
け
た
手
袋
除
菌
装
置
「
ソ

ル
パ
ッ
ト
」
を
展
示
し
た
。
ソ
ル
パ
ッ
ト
は
専
用
手

袋
を
装
着
し
た
手
を
製
品
下
部
の
挿
入
口
に
差
し
込

む
こ
と
で
自
動
起
動
し
、
紫
外
線
Ｃ
波
を
数
秒
照
射
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
Ｏ
１
５
７
な
ど

の
二
次
汚
染
原
因
菌
の
除
去
に
効
果
を
発
揮
す
る
。

紫
外
線
に
よ
る
除
菌
は
、
薬
品
残
留
物
や
環
境
ダ

メ
ー
ジ
が
な
い
安
全
安
心
な
除
菌
方
法
で
あ
る
た

め
、
手
袋
を
介
し
、
水
産
物
に
直
接
触
れ
る
機
会
が

多
い
加
工
現
場
に
お
い
て
も
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

（
一
社
）
手
袋
衛
生
協
会
の
宮
川
雅
明
代
表
理
事
も

ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
同
製
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

増
加
は
イ
ワ
シ
や

エ

ビ

、
マ

ア

ジ

農
林
水
産
省
が
こ
の
ほ
ど
発

表
し
た
冷
蔵
水
産
物
在
庫
量
調

査
（
全
国
主
要
冷
蔵
庫
）
に
よ

る
と
、
３
月
末
の
水
産
物
在
庫

量
は
前
年
同
月
比
４
％
減
の
７６

万
２
０
０
９
ｔ
と
な
っ
た
。
冷

凍
品
は
５
％
減
６４
万
５
４
８
９

ｔ
で
、
サ
バ
類
や
サ
ケ
類
が
減

少
し
た
。

サ
バ
類
は
８
万
７
９
５
５
ｔ

（
前
年
同
月
比
１９
％
減
）
、
サ

ケ
類
６
万
８
１
８
３
ｔ
（
１５
％

減
）
、
マ
グ
ロ
類
３
万
２
８
４

８
ｔ
（
７
％
減
）
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
マ
グ
ロ
類
（
３
万

２
８
４
８
ｔ
、
７
％
減
）
、
イ

カ
類
（
４
万
５
１
９
４
ｔ
、
９

％
減
）
、
カ
ツ
オ
（
１
万
９
４

２
０
ｔ
、
１０
％
減
）
、
マ
ス
類

（
１
万
２
４
４
２
ｔ
、
２７
％
減
）

な
ど
が
減
っ
た
。

増
加
し
た
の
は
イ
ワ
シ
類
４

万
６
４
７
３
ｔ
（
３０
％
増
）
、

エ
ビ
類
５
万
２
９
８
９
ｔ
（
５

％
増
）
、
マ
ア
ジ
２
万
７
６
５

ｔ
（
１０
％
増
）。

塩
蔵
品
は
１０
％
増
の
４
万
８

８
７
３
ｔ
。
サ
ケ
・
マ
ス
の
卵

は
５
６
３
３
ｔ
と
な
り
、
５５
％

増
え
た
。
タ
ラ
コ
は
１
万
２
３

５
７
ｔ
で
１２
％
減
少
し
た
。

日
本
養
魚
飼
料
協
会
５
月
２５

日
付
。
▽
理
事
長
（
新
任
）

＝

徳
丸
公
正
（
林
兼
産
業
）

▽
副
理
事
長
（
重
任
）＝

川

床
真
一
（
日
清
丸
紅
飼
料
）
▽

理
事
（
重
任
）＝

八
幡
幸
二

（
伊
藤
忠
飼
料
）
、
山
上
浩
史

（
フ
ィ
ー
ド
・
ワ
ン
）
、
田
辺

勝
（
日
本
農
産
工
業
）
▽
理
事

（
新
任
）＝

全
屋
和
夫
（
中

部
飼
料
）
▽
監
事
（
重
任
）

＝

花
岡
豊
（
水
産
油
脂
協
議

会
）

ウ
ー
オ
（
広
島
市
、
板
倉
一

智
代
表
）
は
産
直
鮮
魚
取
引
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｏ
」

に
お
い
て
、
購
入
者
が
感
想
を

投
稿
す
る
商
品
評
価
機
能
を
こ

の
ほ
ど
追
加
し
た
。

投
稿
さ
れ
た
感
想
は
出
品
者

ペ
ー
ジ
や
商
品
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
る
。
コ
メ
ン
ト
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
評
価
項
目
別
に
評

価
を
数
値
化
し
て
表
示
す
る
こ

と
で
、
購
入
者
の
検
討
材
料
と

な
る
よ
う
に
設
計
し
た
。
投
稿

者
の
ユ
ー
ザ
ー

名
は
非
公
開
。

出
品
者
は
出

品
者
情
報
画
面

上
の
オ
レ
ン
ジ

色
の
バ
ナ
ー
か

ら
、
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｏ

ア
プ
リ
に
届
い

た
レ
ビ
ュ
ー
を

確
認
で
き
る
。

「
残
念
」
評
価

の
場
合
は
運
営
側
で
審
査
を
行

っ
て
か
ら
掲
載
す
る
方
針
。
事

実
確
認
を
行
い
、
掲
載
基
準
に

沿
っ
た
内
容
か
ど
う
か
を
判
断

し
て
か
ら
掲
載
す
る
。

ユ
ー
ザ
ー
が
「
残
念
」
評
価

す
る
場
合
は
詳
細
な
理
由
の
記

入
が
必
要
。

「
あ
き
ん
ど
ス
シ
ロ
ー
」
と

同
じ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
＆
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
大
阪

府
吹
田
市
、
水
留
浩
一
社
長
）

グ
ル
ー
プ
の
持
ち
帰
り
寿
司
専

門
店
「
京
樽
」
は
「
う
な
ぎ
ち

ら
し
」「
う
な
ぎ
鮨
」「
中
巻
う

な
玉
」
を
期
間
限
定
で
こ
の
ほ

ど
発
売
し
た
。

ウ
ナ
ギ
は
ふ
っ
く
ら
と
し
た

食
感
と
香
ば
し
さ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
身
を
し
っ
か
り
と
蒸
し

た
後
に
、
炭
火
で
じ
っ
く
り
と

白
焼
き
に
し
て
余
分
な
脂
を
落

と
し
、
旨
さ
を
凝
縮
。
京
樽
独

自
の
特
製
た
れ
を
し
っ
か
り
と

重
ね
漬
け
す
る
こ
と
で
、
味
わ

い
深
く
仕
上
げ
て
い
る
。

「
う
な
ぎ
ち
ら
し
」
（
税
込

７
８
０
円
）
は
、
こ
だ
わ
り
の

ウ
ナ
ギ
と
錦
糸
玉
子
を
合
わ
せ

た
優
し
い
味
わ
い
を
楽
し
め
る

１
人
前
の
ち
ら
し
鮨
。

京
樽
で
人
気
の
一
口
サ
イ
ズ

押
す
し
も
、
こ
の
期
間
に
合
わ

せ
た
「
う
な
ぎ
鮨
」
（
同
６
８

０
円
）
が
登
場
。
太
巻
と
細
巻

の
中
間
サ
イ
ズ
の
「
中
巻
う
な

玉
」
（
２
１
０
円
）
は
ウ
ナ
ギ

と
玉
子
の
相
性
が
抜
群
。

食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉnnnnnnnnnnnnnnnnnn FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

▽

手
袋
除
菌
装
置
「
ソ
ル
パ
ッ
ト
」
（
右
）
を
Ｐ

Ｒ
す
る
手
袋
衛
生
協
会
の
宮
川
代
表
理
事
（
製
品

上
の
モ
ニ
タ
ー
は
オ
プ
シ
ョ
ン
品
）

塩
素
濃
度
の
管
理
負
担
軽
減

検索

衛生管理特集

※※「「続続ききをを読読むむ」」かかららはは有有料料購購読読ごご登登録録者者様様ののみみごご覧覧いいたただだけけまますす

������

衛衛生生管管理理特特集集

堀堀堀堀
場場場場
アアアア
ドドドド
ババババ
ンンンン
スススス
ドドドド
テテテテ
クククク
ノノノノ

毎毎週週水水曜曜日日、、ＥＥメメーールルでで情情報報をを無無料料配配信信！！

攻攻めめのの投投資資をを

フードエンジニアリングタイムス

残
留
塩
素
濃
度
モ
ニ
タ
ー
「U

P
−

4
0
0
C

L

」

▽

大
野
ナ
イ
フ
製
作
所
（
岐
阜
県
関
市
、

大
野
武
志
社
長
）
は
高
い
耐
食
性
を
誇
る

「
大
気
圧
高
窒
素
マ
ル
テ
ン
サ
イ
ト
系
ス

テ
ン
レ
ス
」
を
使
用
し
た
刃
物
を
提
案
し

た
。
同
社
は
刃
物
生
産
に
必
要
な
機
械
設

備
を
社
内
に
完
備
し
て
お
り
、
加
工
形
状

の
要
望
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
。
短
期
間

で
の
試
作
品
製
作
が
可
能
な
点
も
強
み
。

△マエカワユニフォーム（大阪市、前川一成代表）は毛髪の

混入を防ぐ「インナーキャップ」をＰＲ。現場の声を反映し

た豊富なバリエーションを揃えた。同社は製販一体の強みを

生かし、良質な製品を低価格で提供するほか、最短即日のス

ピード出荷にも対応する。食品メーカーは過剰な在庫を抱え

る必要はなく、トラブルに備えることができる。

食
品
製
造
管
理
の
支
援
も

食品産業をけん引していくイメージを名称に込めた

http : //www.food-eng.jp/

ブ
ラ
ン
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
実
施

ハハハハ
ピピピピ
クククク
ロロロロ

――フフォォトトルルポポ――

△不織布業界のリーディングカンパ

ニーをめざす橋本クロス（滋賀県長

浜市、橋本樹代表）は大容量のアル

コールウェットワイパー「除菌ワイ

パー１１００」などを展示した。丈夫な

不織布に除菌効果の高いエタノール

（５５Ｖｏｌ％）製剤を充填、均一な

ふき取り作業を実現する。

水 産 タ イ ム ス

４
％
減
の
７６
万
２
０
０
９
ｔ

商品評価機能を追加

購入者が感想を投稿

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
産
鯨
肉
輸
入
に
暗
雲

購入者の検討材料に

サ
バ
類
２
割
減

３
月
全
国
在
庫

共
同
船
舶

水
産
庁
方
針
に
対
応
苦
慮

ウーオ

水
産
庁
「
輸
入
資

金
を
供
与
し
な
い
」

理
事
長
に
林
兼

産
業
の
徳
丸
氏

当
面
の
目
標
は

５
５
０
０
ｔ
市
場

養
魚
飼
料
協
会

約７０人が参加し、ゲノム編集技術を学んだ

リージョナルフィッシュが京都で開催

ゲノム編集技術の勉強会

タイの昆布締め（左）とフグの

椀物を提供

所社長

「
う
な
ぎ
ち
ら

し
」
限
定
販
売

商業捕鯨再開で注目度が増している鯨肉

（都内で開かれた鯨肉品見会で）

京

樽

��	 ����
��������	
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ア
ジ
ア
最
大
級
の
「
食
の
技

術
」総
合
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー「
Ｆ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０

２
２
（
国
際
食
品
工
業
展
）
」

が
７
～
１０
日
、
東
京
・
有
明
の

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
。
３
年
ぶ
り
の
東
京
開
催

で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

４５
回
目
の
今
回
は
過
去
最
多

の
８
７
４
社
が
出
展
。
「
Ｒ
ｅ

ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
ゾ
ー
ン
の
新
設
や
、
優
れ
た

研
究
開
発
の
成
果
を
顕
彰
す
る

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
の
創
設

な
ど
が
話
題
。

会
場
は
東
展
示
館
の
全
館

（
１
～
８
ホ
ー
ル
）
。
食
品
工

場
を
め
ぐ
る
省
人
化
・
自
動
化

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
は
じ
め
、
無

菌
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
、
食

の
衛
生
管
理
な
ど
、
食
品
の
多

様
性
に
応
え
る
最
先
端
の
製
品

・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
が
集
結
し

て
い
る
。

今
回
は
惣
菜
・
フ
ー
ド
テ
ッ

ク
・
省
エ
ネ
分
野
を
充
実
し
た
。

「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ア
ワ
ー
ド
」
は

食
品
産
業
界
に
お
け
る
生
産
性

の
向
上
、
省
人
化
な
ど
様
々
な

問
題
の
解
決
、
新
た
な
食
品
開

発
へ
の
貢
献
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
特
に
優
秀
な
食
品

機
械
・
装
置
を
表
彰
し
た
。

こ
の
ほ
か
、フ
ー
ド
テ
ッ
ク
、

食
の
Ｄ
Ｘ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
ど
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

で
最
新
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ

情
報
を
発
信
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

多
数
開
催
さ
れ
た
。
「
食
品
製

造
ラ
イ
ン
自
動
化
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
２
０
２
２
ｔ
ｏ
２
０
２

４
」
と
題
し
た
来
場
者
参
加
型

企
画
も
実
施
し
、
会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

水
産
関
係
で
は
魚
の
骨
・
皮

と
魚
肉
を
き
れ
い
に
分
け
る

「
魚
肉
採
取
機
」
（
ニ
チ
モ
ウ

ブ
ー
ス
）
や
最
新
鋭
の
寿
司
ロ

ボ
ッ
ト
（
鈴
茂
器
工
）
な
ど
が

出
展
し
た
。

総
務
省
が
ま
と
め
た
４
月
の

家
計
支
出
（
家
計
調
査
報
告
、

品
目
分
類
）
に
よ
る
と
、
２
人

以
上
世
帯
の
消
費
支
出
は
１
世

帯
あ
た
り
前
年
同
月
比
１
・
２

％
増
の
３０
万
４
５
１
０
円
と
な

っ
た
。
食
料
支
出
は
１
・
８
％

増
の
７
万
７
０
１
４
円
で
、
そ

の
う
ち
魚
介
類
へ
の
支
出
は
４

・
１
％
減
の
５
５
７
７
円
と
な

っ
た
。

鮮
魚
は
マ
グ
ロ
や
サ
ケ
、
刺

身
盛
り
合
わ
せ
の
減
少
が
目
立

っ
た
。
貝
類
は
産
地
偽
装
が
明

る
み
と
な
っ
た
ア
サ
リ
の
大
幅

な
減
少
が
続
い
て
い
る
。
減
少

品
目
が
多
い
中
、鮮
魚
の
ブ
リ
、

魚
介
練
製
品
の
か
ま
ぼ
こ
、
調

理
食
品
の
寿
司
（
弁
当
）
が
好

調
だ
っ
た
。

ブ
リ
、
か
ま
ぼ
こ
、
弁

当
の
寿
司
は
好
調

生
鮮
魚
介
の
う
ち
鮮
魚
は
３

・
８
％
減
と
な
り
、
マ
グ
ロ（
５

・
１
％
減
）
、
サ
ケ
（
５
・
０

％
減
）、
刺
身
盛
り
合
わ
せ（
６

・
２
％
減
）
、
エ
ビ
（
１１
・
０

％
減
）
、
カ
ツ
オ
（
４
・
２
％

減
）、
イ
ワ
シ（
８
・
６
％
減
）、

タ
コ
（
１７
・
９
％
減
）
な
ど
が

軒
並
み
減
っ
た
。

一
方
、
ブ
リ（
５
・
０
％
増
）、

タ
イ
（
３
・
４
％
増
）
、
イ
カ

（
８
・
６
％
増
）は
増
加
し
た
。

生
鮮
魚
介
の
貝
類
は
２５
・
１

％
減
。
ア
サ
リ（
５８
・
３
％
減
）

と
ホ
タ
テ
貝
（
１４
・
４
％
減
）

が
大
幅
に
減
少
し
た
。

塩
干
魚
介
は
４
・
８
％
減
少

し
、
シ
ラ
ス
干（
１４
・
６
％
減
）

と
干
ア
ジ
（
５
・
８
％
減
）
が

減
っ
た
。
塩
サ
ケ
（
３
・
７
％

増
）
と
タ
ラ
コ
（
４
・
４
％
増
）

は
増
え
た
。

魚
肉
練
製
品
は
１
・
０
％
減

少
し
て
揚
か
ま
ぼ
こ
（
８
・
５

％
減
）
が
減
っ
た
が
、
か
ま
ぼ

こ
（
６
・
１
％
増
）
と
ち
く
わ

（
２
・
０
％
増
）は
増
加
し
た
。

他
の
魚
介
加
工
品
は
０
・
５

％
減
で
、
魚
介
の
缶
詰
が
１１
・

３
％
減
少
し
た
。
乾
物
・
海
藻

は
０
・
９
％
減
、
ワ
カ
メ
（
３

・
６
％
減
）
と
コ
ン
ブ
（
１４
・

５
％
減
）
が
減
っ
た
。
調
理
食

品
は
２
・
８
％
増
と
な
り
、
寿

司
（
弁
当
）
が
５
・
８
％
増
。

ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
き
は
１３
・
３

％
減
と
な
っ
た
が
、
２
０
１
９

年
比
で
は
４２
・
６
％
増
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
数
が
落
ち
着
き
を
見
せ
る

な
か
で
外
食
は
１９
・
３
％
増
加

と
な
り
、
寿
司
も
３
・
５
％
増

加
し
た
。

豊
洲
市
場
の
水
産
卸
売
会
社

７
社
の
５
月
の
取
扱
高（
本
業
）

は
数
量
が
前
年
同
月
比
１
・
２

％
増
の
２
万
７
０
１
２
ｔ
と
わ

ず
か
に
増
加
し
た
。
平
均
単
価

は
２０
・
５
％
高
の
１
１
４
８
円

／
�
。
取
扱
金
額
は
２２
・
０
％

増
の
３
１
０
億
２
０
０
０
万
円

と
大
幅
に
増
加
し
た
。

取
扱
数
量
は
中
央
魚
類
（
前

年
同
月
比
０
・
７
％
増
）
、
東

都
水
産
（
６
・
９
％
増
）
、
築

地
魚
市
場
（
２
・
４
％
増
）
、

第
一
水
産
（
９
・
２
％
増
）
の

４
社
で
増
加
し
た
。

平
均
単
価
は
７
社
軒
並
み
前

年
同
月
を
上
回
っ
た
。
中
央
魚

類
、
大
都
魚
類
、
東
都
水
産
、

築
地
魚
市
場
、
第
一
水
産
は
１

～
２
割
上
昇
し
た
。

取
扱
金
額
は
７
社
い
ず
れ
も

増
収
。
東
都
水
産
（
３１
・
１
％

増
）
、
第
一
水
産
（
２７
・
４
％

増
）
、
中
央
魚
類
（
２５
・
６
％

増
）
、
大
都
魚
類
（
２２
・
７
％

増
）
、
築
地
魚
市
場
（
１７
・
４

％
増
）
の
５
社
は
２
ケ
タ
増
と

な
っ
た
。

豊
洲
以
外
も
軒
並
み

取
扱
金
額
が
増
加

豊
洲
市
場
以
外
の
５
月
の
市

場
別
取
扱
高
（
前
年
同
月
比
）

は
次
の
通
り
。▽
足
立
市
場（
大

都
、
北
魚
）
数
量
６
・
５
％
増

・
金
額
２６
・
２
％
増
▽
大
田
市

場
（
大
都
）
数
量
１４
・
７
％
増

・
金
額
５７
・
６
％
増
▽
千
葉
市

場
（
千
葉
中
央
、
千
葉
魚
類
）

数
量
３
・
６
％
減
・
金
額
１２
・

９
％
増
▽
船
橋
市
場
（
船
橋
魚

市
）
数
量
１
・
１
％
増
・
金
額

１６
・
０
％
増
▽
柏
市
場
（
柏
魚

市
）
数
量
９
・
６
％
減
・
金
額

１
・
８
％
増
。

全
国
漁
港
漁
場
協
会
（
橋
本

牧
会
長
）
は
今
年
度
の
定
時
総

会
を
都
内
で
９
日
開
き
、
す
べ

て
の
議
案
を
原
案
通
り
承
認
し

た
。
議
事
の
前
に
表
彰
式
を
開

催
し
、
橋
本
会
長
が
功
績
者
に

表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

橋
本
会
長
は
冒
頭
挨
拶
で
３

月
末
に
決
定
し
た
新
た
な
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
に
つ
い
て

「
未
来
を
見
据
え
て
グ
リ
ー
ン

化
や
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
っ
た
新

し
い
視
点
も
し
っ
か
り
と
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
計

画
」
と
評
価
。
「
当
協
会
は
地

方
公
共
団
体
、
漁
業
団
体
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
連
帯
し
、
長
期

計
画
の
施
策
に
よ
っ
て
何
が
で

き
て
、
水
産
業
や
地
域
が
具
体

的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
を
浜
の

皆
さ
ん
に
伝
え
、
と
も
に
考
え

な
が
ら
、
事
業
の
具
体
化
の
た

め
の
活
動
を
続
け
て
い
く
。
事

業
に
必
要
な
予
算
の
獲
得
活
動

も
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
」

と
方
針
を
示
し
た
。

全
国
漁
港
漁
場
大
会

函
館
で
１０
月
開
催

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
宮
崎

雅
夫
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
が

金
子
大
臣
の
祝
辞
を
代
読
。「
３

月
に
改
訂
さ
れ
た
水
産
基
本
計

画
で
は
今
後
１０
年
を
見
据
え
な

が
ら
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
水
産
業
・
漁
村
を
確
立
す
る
。

新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
で
は
３
つ
の
重
点
課
題
を
掲

げ
、
戦
略
的
か
つ
計
画
的
な
整

備
を
推
進
す
る
」
と
し
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
対
し
て
協
会

の
さ
ら
な
る
協
力
を
求
め
た
。

そ
の
ほ
か
、
水
産
庁
か
ら
神

谷
崇
長
官
を
は
じ
め
、
矢
花
渉

史
漁
港
漁
場
整
備
部
長
ら
幹
部

が
出
席
し
た
。

同
会
は
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

の
総
合
的
な
整
備
の
推
進
、
活

力
あ
る
漁
村
づ
く
り
に
向
け

て
、
水
産
業
、
漁
村
の
重
要
な

役
割
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と

支
持
を
得
る
た
め
の
広
報
・
啓

発
活
動
や
地
域
振
興
、
環
境
保

全
等
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。
ま
た
、
漁
港
情
報
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
も
力

を
注
ぐ
。

今
年
度
は
２
年
連
続
で
延
期

と
な
っ
た
全
国
漁
港
漁
場
大
会

を
１０
月
１９
日
に
北
海
道
函
館
市

で
開
催
す
る
。
韓
国
と
の
漁
港

漁
場
漁
村
交
流
会
議
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
状
況

を
見
つ
つ
、
日
本
で
開
催
す
る

予
定
。

丸
千
千
代
田
水
産
（
東
京
都

江
東
区
、
石
橋
利
至
子
社
長
）

の
２
０
２
２
年
３
月
期
は
売
上

高
が
前
期
比
４
億
６
０
０
万
円

（
０
・
９
％
）
増
の
４
４
０
億

４
４
０
０
万
円
、
売
上
総
利
益

が
１
億
８
０
０
万
円
（
５
・
０

％
）
増
と
な
り
、
営
業
利
益
は

１
億
５
０
０
万
円
増
の
２
億
３

０
０
万
円
と
な
っ
た
。
経
常
利

益
は
１
億
１
７
０
０
万
円
増
の

３
億
２
５
０
０
万
円
、
当
期
純

利
益
が
１
億
６
４
０
０
万
円
増

の
３
億
２
６
０
０
万
円
。
取
扱

数
量
は
１
・
４
％
増
の
５
万
８

０
１
ｔ
。

本
業
部
門
は
数
量
が
前
期
比

１
・
６
％
増
の
４
万
５
８
８
７

ｔ
、
売
上
金
額
は
０
・
８
％
増

の
３
９
８
億
５
４
０
０
万
円
。

兼
業
部
門
は
数
量
が
０
・
４
％

減
の
４
９
１
４
ｔ
、
売
上
金
額

は
２
・
２
％
増
の
４１
億
９
０
０

０
万
円
。
品
目
別
で
は
し
ら
す

干
し
、
い
く
ら
醤
油
漬
な
ど
が

増
加
。
ウ
ナ
ギ
蒲
焼
き
は
減
少

し
た
。

今
期
は
売
上
高
４
４
０
億

円
、
営
業
損
失
３
億
７
０
０
万

円
、
経
常
損
失
２
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。
販
売
管
理
費
と
し

て
シ
ス
テ
ム
開
発
費
約
４
億
円

な
ど
を
計
上
す
る
。
新
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
一
部
８
月
頃

か
ら
稼
働
予
定
。
「
今
期
は
営

業
赤
字
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

来
年
度
以
降
は
黒
字
に
戻
る
見

込
み
」（
同
社
）。

今
期
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

石
橋
秀
子
副
社
長
は
「
提
案
力

の
強
化
が
最
大
の
テ
ー
マ
。
女

性
が
働
き
や
す
く
活
躍
で
き
る

場
を
提
供
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
提
案
力
を
強
め
て

い
く
」
と
語
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
業
務
改
善
に
よ

る
基
盤
強
化
を
推
進
し
、
人
事

制
度
改
革
に
も
取
り
組
む
。

全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合

連
合
会
（
Ｊ
Ｆ
共
水
連
、
福
原

正
純
会
長
）
は
２
０
２
２
年
度

全
国
Ｊ
Ｆ
共
済
担
当
者
研
修
会

を
東
京
都
文
京
区
の
東
京
ド
ー

ム
ホ
テ
ル
で
６
日
開
催
し
た
。

浜
の
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
運
動

や
介
護
共
済
に
関
す
る
研
修
の

ほ
か
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
活
動
す
る
波

多
間
純
子
氏
（
ｂ
ｌ
ｏ
ｏ
ｍ
代

表
）に
よ
る
講
演
も
行
わ
れ
た
。

研
修
に
先
立
ち
登
壇
し
た
福

原
会
長
は
昨
年
を
振
り
返
り
、

「
Ｊ
Ｆ
共
済
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
」
と
強
調
。
「
今
回
の

研
修
が
皆
様
の
推
進
活
動
に
役

立
つ
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

目
標
達
成
に
向
け
一
層
の
尽
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

研
修
後
は
Ｊ
Ｆ
や
ま
が
た
念

珠
関
総
括
支
所
と
Ｊ
Ｆ
鳥
羽
磯

部
（
三
重
県
）
が
実
践
報
告
を

行
っ
た
。

念
珠
関
総
括
支
所
は
休
漁
期

を
生
か
し
た
事
前
準
備
や
９
月

の
集
中
推
進
活
動
に
よ
り
、
チ

ョ
コ
ー
（
普
通
厚
生
共
済
）
と

く
ら
し
（
生
活
総
合
共
済
）
に

お
け
る
推
進
保
障
・
新
規
実
績

の
目
標
値
（
２
０
２
１
年
度
）

を
９
月
末
に
達
成
し
た
。
事
前

準
備
期
間
で
は
ベ
テ
ラ
ン
職
員

が
若
手
職
員
の
指
導
に
当
た

り
、
相
手
の
特
性
に
合
わ
せ
た

推
進
活
動
を
協
議
し
た
と
い

う
。オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
践
報
告
を

行
っ
た
阿
部
勝
樹
念
珠
関
総
括

支
所
長
は
「
サ
ポ
ー
ト
運
動
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
若
手
職
員

と
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が

増
加
。
若
手
職
員
が
持
っ
て
い

た
共
済
へ
の
苦
手
意
識
を
払
し

ょ
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

数
値
以
外
の
成
果
に
つ
い
て
も

報
告
し
た
。

研
修
会
は
感
染
防
止
対
策
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
方
式
で

実
施
。
関
係
者
含
め
約
２
８
０

人
が
参
加
し
た
。

海
藻
メ
ー
カ
ー
の
カ
ネ
リ
ョ

ウ
海
藻
（
熊
本
県
宇
土
市
、
�

木
良
樹
社
長
）
は
そ
の
ま
ま
食

べ
て
も
さ
っ
ぱ
り
と
お
い
し

く
、
サ
ラ
ダ
な
ど
の
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
と
し
て
も
最
適
な
「
た
ま

ね
ぎ
も
ず
く
三
杯

酢
」
を
全
国
の
量

販
店
な
ど
で
２０
日

か
ら
順
次
発
売
す

る
。「

た
ま
ね
ぎ
も

ず
く
三
杯
酢
」
は

ソ
テ
ー
し
た
北
海

道
産
玉
ね
ぎ
を
た

っ
ぷ
り
と
入
れ
、

昆
布
だ
し
が
効
い

た
三
杯
酢
で
さ
っ

ぱ
り
味
に
仕
上
げ
た
商
品
。
た

ま
ね
ぎ
を
ソ
テ
ー
す
る
こ
と

で
、
た
ま
ね
ぎ
の
持
つ
甘
み
と

香
り
を
引
き
た
て
て
い
る
。
三

杯
酢
と
た
ま
ね
ぎ
の
甘
み
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
夏
本
番
を
迎

え
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
最
適

な
ヘ
ル
シ
ー
な
も
ず
く
商
品
に

な
っ
て
い
る
。

カ
ネ
リ
ョ
ウ
グ
ル
ー
プ
の
海

藻
科
学
研
究
所
の
吉
積
一
真
次

長
は
２
日
開
催
し
た
新
商
品
説

明
会
で
「
酢
と
た
ま
ね
ぎ
、
も

ず
く
は
腸
内
環
境
を
整
え
る
と

い
っ
た
健
康
面
で
も
ベ
ス
ト
な

組
み
合
わ
せ
」
と
も
ず
く
と
た

ま
ね
ぎ
、
三
杯
酢
の
相
性
の
良

さ
を
強
調
し
た
。

通
常
の
も
ず
く
酢
は
そ
の
ま

ま
食
べ
る
の
が
定
番
だ
が
、
同

商
品
は
サ
ラ
ダ
や
ス
テ
ー
キ
の

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
ソ
ー
ス
な
ど

と
し
て
利
用
で
き
る
点
が
最
大

の
特
徴
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
も

「
シ
ー
ク
ワ
ー
サ
ー
も
ず
く
」

「
カ
リ
カ
リ
紀
州
梅
も
ず
く
」

な
ど
、
も
ず
く
の
新
し
い
魅
力

を
伝
え
る
商
品
を
販
売
し
て
き

た
。
同
商
品
を
投
入
す
る
こ
と

で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
と
い
う
新

し
い
も
ず
く
酢
の
食
べ
方
を
提

案
し
、
新
た
な
も
ず
く
需
要
の

創
出
、
市
場
拡
大
を
図
る
。

１
５
０
ｇ（
５０
ｇ
×
３
個
）、

希
望
小
売
価
格
１
９
８
円
（
税

抜
）。

東
京
築
地
目
利
き
協
会
（
佐

藤
篤
子
理
事
長
）
は
創
立
５
周

年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
豊
洲
市

場
の
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
を
世
界
へ

～
海
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
め
ざ
し

て
～
」
を
東
京
都
千
代
田
区
の

神
田
明
神
文
化
交
流
館
Ｅ
Ｄ
Ｏ

Ｃ
Ｃ
Ｏ
で
７
月
９
日
開
催
す

る
。基
調
対
談
の
テ
ー
マ
は「
Ｍ

Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
と
地
方
創
生
」
。

地
域
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
藻
谷
浩

介
氏
と
観
光
カ
リ
ス
マ
の
山
田

桂
一
郎
氏
が
登
壇
す
る
。
第
２

部
で
は
立
食
形
式
の
交
流
会
も

予
定
す
る
。

参
加
費
１
万
５
０
０
０
円

（
税
込
、
第
２
部
込
）
、
定
員

１
４
０
人
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次

の
通
り
。

【
第
１
部
（
１４
～
１７
時
）
】

▽
基
調
対
談
「
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

と
地
方
創
生
」（
藻
谷
浩
介
氏
、

山
田
桂
一
郎
氏
）
▽
リ
レ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
「
豊
洲
市
場
か
ら
Ｍ

Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
を
世
界
へ
発
信
す

る
」
（
藻
谷
浩
介
氏
、
㈱
樋
長

代
表
取
締
役
・
飯
田
統
一
郎
氏
、

海
光
物
産
㈱
社
長
・
大
野
和
彦

氏
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
・
飯
豊
敏
氏
、
東

京
築
地
目
利
き
協
会
代
表
理
事

・
佐
藤
篤
子
氏
）

【
第
２
部
（
１７
時
～
）
】
▽

豊
洲
を
食
べ
つ
く
す
～
五
感
で

味
わ
う
海
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
交

流
会
）

業
務
用
食
品
卸
の
シ
ョ
ク
カ
イ

（
東
京
、
松
本
朋
廣
社
長
）
は
付

加
価
値
の
高
い
品
揃
え
を
強
化
し

増
収
に
つ
な
げ
て
い
る
。
新
ブ
ラ

ン
ド
「
ご
ち
そ
う
セ
レ
ク
ト
」
が

品
揃
え
の
強
化
を
象
徴
す
る
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
。
ご
ち
そ
う
セ
レ
ク
ト

第
１
弾
「
贅
沢
ロ
ー
ス
と
ん
か
つ
」

と
第
２
弾
「
築
地
ま
か
な
い
海
老

フ
ラ
イ
」
は
前
期
下
期
の
投
入
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
の
同
社
商

品
別
売
上
高
で
上
位
３
位
に
入
っ

た
。
デ
リ
カ
事
業
（
ス
ー
パ
ー
惣

菜
と
惣
菜
ベ
ン
ダ
ー
向
け
販
売
）

に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
業
給
食
事
業

や
開
発
事
業
（
産
給
・
デ
リ
カ
以

外
の
販
路
）
で
も
顧
客
を
つ

か
ん
で
い
る
。

ご
ち
そ
う
セ
レ
ク
ト
は
第

３
弾
「
築
地
ま
か
な
い
真
鯵

フ
ラ
イ
」
、
第
４
弾
「
開
き
海
老

の
贅
沢
ベ
シ
ャ
メ
ル
フ
ラ
イ
」
と

品
揃
え
を
さ
ら
に
強
化
し
た
。

新
定
番
で
伸
び
し
ろ
の

あ
る
市
場
を
切
り
拓
く

松
本
社
長
は
「
創
業
３
２
年
目

の
当
社
は
、
か
つ
て
圧
倒
的
な
価

格
の
安
さ
を
前
面
に
打
ち
出
す
こ

と
で
産
業
給
食
を
柱
に
事
業
を
拡

大
し
て
き
た
。
し
か
し
昨
今
は
価

格
の
み
な
ら
ず
、
価
値
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
期
待

に
応
え
る
た
め
、
商
品
部
な
ど
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
『
ご
ち

そ
う
セ
レ
ク
ト
』
な
ど
新
定
番
商

品
を
品
揃
え
し
、
伸
び
し
ろ
の
あ

る
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
説
明
す
る
。

７
月
に
は
新
商
品
３
品
「
築
地

ま
か
な
い
牡
蠣
フ
ラ
イ
」
「
長
崎

産
真
あ
じ
大
葉
梅
肉
フ
ラ
イ
」「
贅

沢
サ
ー
モ
ン
の
特
製
タ
ル
タ
ル
フ

ラ
イ
」
を
出
荷
し
始
め
る
。

副
菜
に
最
適
な
上
質
の
商
品
シ

リ
ー
ズ
「
旨
っ
！
セ
レ
ク
ト
」
も

新
た
に
立
ち
上
げ
た
。
「
旨
っ
！

道
産
コ
ー
ン
の
具
だ
く
さ
ん
海
鮮

ス
テ
ー
キ
」
「
旨
っ
！
お
好
み
風

具
だ
く
さ
ん
海
鮮
ス
テ
ー
キ
」
の

２
品
の
提
案
を
開
始
し
て
い
る
。

商
品
カ
タ
ロ
グ
も
改
善
し
た
。

専
門
家
が
撮
影
し
た
商
品
写
真
を

使
用
す
る
な
ど
制
作
に
力
を
入

れ
、
見
栄
え
の
す
る
カ
タ
ロ
グ
に

な
っ
て
い
る
。

世
界
最
大
手
の
ク
リ
ル
（
南

極
オ
キ
ア
ミ
）
オ
イ
ル
供
給
会

社
ア
ー
ケ
ル
・
バ
イ
オ
マ
リ
ン

社
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
の
日
本
法

人
で
あ
る
ア
ー
ケ
ル
・
バ
イ
オ

マ
リ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都

千
代
田
区
、
ア
ネ
ッ
テ
・
山
本

ハ
ン
セ
ン
社
長
）
は
駐
日
ノ
ル

ウ
ェ
ー
大
使
館
で
日
本
法
人
設

立
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
こ
の
ほ
ど

開
催
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
オ

メ
ガ
３
の
第
一
人
者
で
あ
る
矢

澤
一
良
氏
の
講
演
に
加
え
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
民
族
楽
器
ハ
ル
ダ

ン
ゲ
ル
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

若
宮
百
香
氏
の
演
奏
な
ど
を
行

っ
た
。
取
引
先
な
ど
関
係
者
約

５０
人
が
参
加
し
た
。

イ
ン
ガ
Ｍ
・
Ｗ
・
ニ
ー
ハ
マ

ル
駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
の
祝

辞
に
続
き
、
山
本
ハ
ン
セ
ン
社

長
は
１
８
０
年
続
く
ア
ー
ケ
ル

バ
イ
オ
マ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
歴

史
や
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
伝
統
的

な
健
康
習
慣
と
し
て
オ
メ
ガ
３

（
タ
ラ
肝
油
）
を
子
ど
も
の
頃

か
ら
飲
ん
で
い
た
こ
と
な
ど
を

紹
介
。

「
日
本
は
品
質
と
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
国
。
日
本

市
場
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
サ
ー
モ
ン

が
開
花
し
た
よ
う
に
、
ク
リ
ル

オ
イ
ル
が
日
本
で
開
花
す
る
可

能
性
は
十
分
に
あ
る
。
日
本
で

新
た
な
道
を
歩
ん
で
い
き
た

い
」と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

世
界
に
お
け
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｄ

Ｈ
Ａ
の
第
一
人
者
で
、
早
稲
田

大
学
ナ
ノ
・
ラ
イ
フ
創
新
研
究

機
構
規
範
科
学
総
合
研
究
所
ヘ

ル
ス
フ
ー
ド
科
学
部
門
の
矢
澤

一
良
部
門
長（
農
学
博
士
）は
、

近
年
話
題
の
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）

に
関
す
る
解
説
を
行
う
と
同
時

に
、
食
に
よ
る
予
防
医
学
に
お

け
る
ク
リ
ル
オ
イ
ル
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

矢
澤
氏
は
「
リ
ン
脂
質
型
の

Ｄ
Ｈ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
多
く
含
む

ク
リ
ル
オ
イ
ル
は
、
魚
油
と
比

べ
て
体
内
へ
の
吸
収
性
に
優
れ

て
い
る
。
ま
た
、
脳
や
肝
臓
の

代
謝
に
重
要
な
コ
リ
ン
や
、
強

力
な
抗
酸
化
作
用
を
有
す
る
ア

ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
も
含
ん
で
い

る
」
と
ク
リ
ル
オ
イ
ル
の
特
徴

を
強
調
し
た
。

同
社
に
よ
る
と
、
世
界
の
オ

メ
ガ
３
の
市
場
規
模
は
約
４
７

０
億
ド
ル
。
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や

健
康
補
助
食
品
、
医
薬
品
の
い

ず
れ
も
伸
長
し
て
お
り
、
２
０

２
７
年
に
は
約
７
４
０
億
ド
ル

に
拡
大
す
る
見
通
し
。
オ
メ
ガ

３
の
う
ち
ク
リ
ル
オ
イ
ル
の
市

場
規
模
は
５
億
ド
ル（
推
計
）。

同
社
の
後
藤
将
哉
最
高
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
責
任
者
が
ク
リ
ル

オ
イ
ル
市
場
の
ト
レ
ン
ド
や
ア

メ
リ
カ
、
韓
国
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
成
功
事
例
を
紹
介
し
た
。

韓
国
で
は
有
名
な
医
師
を
Ｃ
Ｍ

に
起
用
し
、
ク
リ
ル
オ
イ
ル
を

�
脂
肪
の
掃
除
機
�
と
し
て
Ｐ

Ｒ
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ

っ
た
同
国
の
ク
リ
ル
オ
イ
ル
市

場
が
２
年
間
で
３
億
ド
ル
規
模

ま
で
拡
大
し
た
と
い
う
。

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
は
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
て
育
て
た
「
Ａ
Ｓ
Ｃ
認

証
愛
媛
県
産
真
鯛
（
養
殖
）
」

を
「
イ
オ
ン
」
「
イ
オ
ン
ス
タ

イ
ル
」
な
ど
約
３
５
０
店
舗
と

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
拠
点
２
３
０

店
舗
で
３
～
５
日
に
約
１
万
尾

を
販
売
し
た
。

同
商
品
は
イ
ケ
ス
内
の
密
度

を
下
げ
、
海
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
定
期
的
に
調
査
す
る
な

ど
、
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
環
境

で
育
て
ら
れ
た
も
の
。
ウ
ミ
ト

ロ
ン
（
東
京
都
品
川
区
、
藤
原

謙
代
表
）
の
ス
マ
ー
ト
給
餌
機

「
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

（
ウ
ミ
ト
ロ
ン
セ
ル
）
」
を
導

入
す
る
こ
と
で
給
餌
効
率
を
強

化
。
魚
体
ご
と
に
ム
ラ
の
少
な

い
安
定
し
た
品
質
を
実
現
し

た
。ウ

ミ
ト
ロ
ン
セ
ル
は
、
近
畿

・
四
国
・
九
州
地
域
を
中
心
に
、

マ
ダ
イ
の
ほ
か
、
シ
マ
ア
ジ
や

サ
ー
モ
ン
ト
ラ
ウ
ト
な
ど
の
魚

種
で
導
入
実
績
を
持
つ
。
同
機

器
を
活
用
し
た
複
数
の
マ
ダ
イ

事
業
者
と
の
大
規
模
実
証
試
験

で
は
従
来
給
餌
量
の
２
割
削
減

を
達
成
し
た
。
出
荷
時
の
サ
イ

ズ
や
質
を
保
ち
つ
つ
、
生
育
期

間
の
２
カ
月
短
縮
に
も
成
功
し

て
い
る
。

ま
た
、
マ
ダ
イ
は
地
域
に
よ

っ
て
身
の
状
態
の
需
要
が
異
な

る
た
め
、
販
売
地
域
の
特
性
に

合
わ
せ
た
流
通
形
態
を
採
用
。

歯
ご
た
え
の
あ
る
食
感
が
好
ま

れ
る
近
畿
地
方
で
は
活
魚
車
で

生
き
た
ま
ま
大
阪
市
場
に
輸
送

し
、
出
荷
当
日
に
朝
〆
し
た
状

態
で
納
品
し
た
。

★
母
船
式
捕
鯨
会
社
の
共

同
船
舶
に
返
り
咲
い
た
森
龍

介
さ
ん
は
御
年

７０
歳
。
長
年
に

わ
た
り
同
社
の

営
業
の
第
一
線
で
活
躍
し
、

後
継
の
人
材
を
何
人
も
育
て

上
げ
た
末
、
５
年
前
に
定
年

退
職
し
た
。
だ
が
、
日
本
の

Ｉ
Ｗ
Ｃ
（
国
際
捕
鯨
委
員
会
）

脱
退
、
商
業
捕
鯨
再
開
と
い

う
大
き
な
転
換
期
で
、
再
び

会
社
か
ら
お
呼
び
出
し
。「
自

立
し
た
捕
鯨
会
社
と
な
る
に

は
鯨
肉
市
場
の
拡
大
が
必

須
。
営
業
強
化
の
た
め
に
、

ま
た
、
ひ
と
踏
ん
張
り
し
て

も
ら
う
。
人
材
へ
の
先
行
投

資
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
よ
」
と
所
英
樹
社
長
。

★
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
３

年
ぶ
り
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン

（
国
際
食
品
工
業
展
）
。
過

去
最
大
の
出
展
社
で
、
初
日

か
ら
大
勢
の
来

場
で
賑
わ
い
を

見
せ
た
。
マ
ス

ク
着
用
で
は
あ
る
も
の
の
、

場
内
の
ブ
ー
ス
で
は
久
々
の

対
面
に
よ
る
商
談
。
去
年
は

愛
知
会
場
だ
っ
た
が
、
「
や

っ
ぱ
り
東
京
は
違
う
ね
」。

新
人
７０
歳
へ
の
先
行
投
資

海老フライな
ど品揃え強化

オンライン含め約２８０人が参加した

担当者研修会
で体制強化

３
年
ぶ
り
の
東
京
活
況

ＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
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共水連

未
来
を
拓
く
食
品
機
械
が
集
結

築地まかない海老フライ

松本社長

ショクカイ

漁港整備推進、活力
ある漁村づくりに貢献

橋本会長

全国漁港漁場協会が総会

食品製造の最先端技術が集結

福原会長

ア
ー
ケ
ル
・
バ
イ
オ

マ
リ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

設
立
イ
ベ
ン
ト
で
講
演

挨拶する宮崎政務官

水 産 タ イ ム ス水 産 タ イ ム ス

か
け
て

食
べ
る
「
た
ま
ね
ぎ
も
ず
く
」

ママググロロややササケケ
アアササリリがが減減少少

４
月
の
家
計
支
出

カ
ネ
リ
ョ
ウ
海
藻
が
新
提
案

魚
介
類
４
％
減

たまねぎもずく三杯酢（３個入り）

単
価
高
顕
著
で
７
社
増
収

あ
い
さ
つ
す
る
山
本
ハ
ン
セ
ン
社
長

ク
リ
ル
オ
イ
ル
に
つ
い
て
講
演
す
る
矢
澤
氏

創立５周年
記念フォーラム開催

５
月
豊
洲
卸
扱
い

Ａ
Ｓ
Ｃ
認
証
マ
ダ
イ
１
万
尾
販
売

築地目利き協会

イ
オ
ン

しらす干し、いくら醤油漬が増加

丸千千代田水産

３月期は増収増益
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外食情報

商品情報新新新新


